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   第１ 財務の状況 
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■令和５年度瀬戸市水道事業決算資料(経営状況）

　

対前年度

損  益  額 構成比 損  益  額 構成比 前年度比 増減額

① 営業収益　計 180,982 69.9 215,538 84.6 119.1 34,556

 給水収益 174,527 67.5 208,489 81.8 119.5 33,963

※（減免前） 210,329 － 208,489 － 99.1 △ 1,840

 受託工事収益 73 0.0 145 0.1 199.3 72

 その他の営業収益 6,383 2.5 6,905 2.7 108.2 521

② 営業費用　計 223,132 97.4 229,627 99.3 102.9 6,495

 原水及び浄水費 93,781 41.0 91,060 39.4 97.1 △ 2,721

 配水及び給水費 22,178 9.7 28,086 12.2 126.6 5,908

 受託工事費 880 0.4 905 0.4 102.9 26

 業  務  費 12,529 5.5 13,060 5.7 104.2 532

 総  係  費 7,481 3.3 7,306 3.2 97.7 △ 175

 減価償却費 83,071 36.3 85,133 36.8 102.5 2,062

 資産減耗費 3,213 1.4 4,077 1.8 126.9 864

 その他の営業費用 0 0.0 0 0.0 － 0

③ 営業利益(①-②) △ 42,150 － △ 14,089 － 33.4 28,061

④ 営業外収益　計 77,773 30.1 38,627 15.2 49.7 △ 39,146

 受取利息 63 0.0 50 0.0 80.3 △ 12

 長期前受金戻入 37,223 14.4 37,878 14.9 101.8 655

 雑  収  益 858 0.2 699 0.2 81.4 △ 160

 他会計補助金 39,629 15.3 0 0.0 － 純減

⑤ 営業外費用　計 5,857 2.6 1,309 0.6 22.3 △ 4,548

 支払利息 1,568 0.7 1,164 0.5 74.2 △ 404

 雑  支  出 4,288 1.9 145 0.1 3.4 △ 4,143

29,767 － 23,230 － 78.0 △ 6,537

 

⑦ 特別利益　計 0 0.0 661 0.3 － 純増

⑧ 特別損失　計 0 0.0 234 0.1 － 純増

29,767 － 23,657 － 79.5 △ 6,110

37,223 － 37,878 － 101.8 655

△ 7,456 － △ 14,221 － 190.7 △ 6,765

※(減免前）については、令和４年度４期、５期、６期分の基本料金等減免を実施する前の額

（単位：万円（税抜値）、％）

令和４年度 令和５年度

⑩ 長期前受金戻入
   による利益

⑪ 純利益(旧)
   (⑨-⑩)

⑨ 純利益
   (⑥+⑦-⑧)

⑥ 経常利益
   (③+④-⑤)
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   第２ 業務の状況 
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１ 水道の普及状況 

総人口は、直近５年で２，５０７人、給水人口は２，４９２人の減少となっている。

普及率は９９．８％と前年度と同水準を保っている。 

一方、総世帯数と給水世帯数は、１，４８３世帯、１，４８２世帯が増加しており、

「人口減少局面での世帯数増加」という全国と同様の状況となっている。 

 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

総人口 （人） 129,410 129,096 128,470 127,882 126,903 

給水人口 （人） 129,080 128,772 128,149 127,564 126,588 

普及率 （％） 99.7 99.7 99.8 99.8 99.8 

総世帯数 （世帯） 56,666 57,163 57,398 57,920 58,149 

給水世帯数 （世帯） 56,562 57,059 57,294 57,814 58,044 
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R01 R02 R03 R04 R05

総世帯数、給水世帯数

総世帯数

給水世帯数
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２ 給水の状況 

⑴ 給水量の状況 

給水量は、前年比１４．６万ｍ3の減少となった。直近５年で見ても令和２年度の

コロナ禍における増加の後、令和元年度以前の給水量には戻っていない。 

料金収入の対象となる水量の有収水量は、１，２７５万ｍ3となり、前年比１２万

ｍ3の減少となった。 

有収率は、工事に使用する水量が減少したことから、８８．００％と前年比０．

０６ポイント増となった。 

 

    

 

 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

年間給水量 （m3） 14,839,532 15,188,180 14,520,319 14,637,249 14,491,001 

有効 

水量 

有収水量 （m3） 12,893,936 13,234,765 13,020,424 12,871,507 12,751,844 

無収水量 （m3） 1,158,867 1,140,552 673,230 774,586 745,794 

計 （m3） 14,052,803 14,375,317 13,693,654 13,646,093 13,497,638 

無効水量 （m3） 786,729 812,863 826,665 991,156 993,363 

有効率 （％） 94.70 94.65 94.31 93.23 93.14 

有収率 （％） 86.89 87.14 89.67 87.94 88.00 

 

 

 

14,839,532 

15,188,180 

14,520,319 14,637,249 
14,491,001 

12,893,936 
13,234,765 

13,020,424 
12,871,507 12,751,844 

86.89 

87.14 

89.67 

87.94 

88.00 

R01 R02 R03 R04 R05

年間給水量、有収水量、有収率

年間給水量

有収水量

有収率

有収率（％） ＝ 有収水量 ÷ 年間給水量 × 100  
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⑵ 月別給水量 

 ① 総供給量 

月別給水量は、月毎の傾向は直近５年で見ても、ほぼ変わらない状況で推移し

ている。 

 

（単位：ｍ3） 

月 R01 R02 R03 R04 R05 

４月 1,180,385 1,229,887 1,181,142 1,173,253 1,156,761 

５月 1,247,678 1,281,721 1,226,364 1,212,353 1,203,890 

６月 1,220,216 1,259,416 1,185,736 1,211,090 1,190,135 

７月 1,253,666 1,291,264 1,236,164 1,264,333 1,268,144 

８月 1,265,126 1,365,927 1,234,008 1,294,980 1,249,621 

９月 1,222,869 1,259,573 1,188,411 1,217,807 1,202,721 

１０月 1,251,081 1,295,485 1,246,894 1,260,340 1,235,646 

１１月 1,224,687 1,254,513 1,195,949 1,202,289 1,188,780 

１２月 1,276,639 1,311,301 1,247,490 1,260,847 1,249,021 

１月 1,259,678 1,297,317 1,245,255 1,243,405 1,220,657 

２月 1,188,569 1,115,913 1,112,420 1,106,527 1,131,543 

３月 1,248,938 1,225,863 1,220,486 1,190,025 1,194,082 

合 計 14,839,532 15,188,180 14,520,319 14,637,249 14,491,001 
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 ② 自己水源 

自己水源による月別給水量は、蛇ヶ洞浄水場付近でのメガソーラー開発に伴う

濁水流入により、浄水機能が低下した令和４年度に比べ、少量ではあるものの増

加した。 

 

（単位：ｍ3） 

月 R01 R02 R03 R04 R05 

４月 369,090 433,137 325,329 315,372 321,519 

５月 378,339 437,532 325,593 331,302 315,609 

６月 412,688 436,822 320,798 331,254 309,877 

７月 418,317 428,234 332,369 309,745 343,117 

８月 423,546 460,069 329,101 285,622 292,718 

９月 409,641 410,843 314,807 213,070 283,849 

１０月 395,882 412,514 324,891 280,131 311,900 

１１月 414,756 412,292 335,807 320,272 285,694 

１２月 422,412 261,327 352,092 292,184 277,180 

１月 409,706 249,972 299,982 264,190 249,112 

２月 399,025 245,440 274,905 229,037 288,361 

３月 442,347 340,634 298,896 271,694 344,139 

合 計 4,895,749 4,528,816 3,834,570 3,443,873 3,623,075 
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 ③ 県営水道 

県営水道による月別給水量の合計は、令和４年度のメガソーラー開発に伴う濁

水流入により、自己水源の給水活動を一時的に停止した影響が解消されたため、

令和５年度は令和３年度と同等の数値となった。 

 

（単位：ｍ3） 

月 R01 R02 R03 R04 R05 

４月 811,295 796,750 855,813 857,881 835,242 

５月 869,339 844,189 900,771 881,051 888,281 

６月 807,528 822,594 864,938 879,836 880,258 

７月 835,349 863,030 903,795 954,588 925,027 

８月 841,580 905,858 904,907 1,009,358 956,903 

９月 813,228 848,730 873,604 1,004,737 918,872 

１０月 855,199 882,971 922,003 980,209 923,746 

１１月 809,931 842,221 860,142 882,017 903,086 

１２月 854,227 1,049,974 895,398 968,663 971,841 

１月 849,972 1,047,345 945,273 979,215 971,545 

２月 789,544 870,473 837,515 877,490 843,182 

３月 806,591 885,229 921,590 918,331 849,943 

合 計 9,943,783 10,659,364 10,685,749 11,193,376 10,867,926 
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⑶ 施設別年間給水量 

自己水源のうち、蛇ヶ洞浄水場について、同場付近でのメガソーラー開発に伴う

濁水流入により、浄水機能が低下した令和４年度に比べ、令和５年度は少量ではあ

るものの増加した。 

                               （単位：ｍ3） 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

自己 

水源 

馬ヶ城浄水場 786,770 924,962 792,203 717,228 781,949 

原山浄水場 1,111,961 771,523 0 0 0 

蛇ヶ洞浄水場 2,997,018 2,832,331 3,042,367 2,726,645 2,841,126 

小 計 4,895,749 4,528,816 3,834,570 3,443,873 3,623,075 

県営 

水道 

上陣屋配水場 2,997,335 929,703 0 0 0 

菱野配水場 2,539,529 2,962,190 2,962,251 2,893,119 2,842,661 

南山口配水場 1,940,863 2,018,195 2,034,350 2,234,784 2,068,497 

穴田配水場 2,466,056 4,749,276 5,689,148 6,065,473 5,956,768 

小 計 9,943,783 10,659,364 10,685,749 11,193,376 10,867,926 

合 計 14,839,532 15,188,180 14,520,319 14,637,249 14,491,001 
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⑷ 給水量の分析 

令和５年度は「平均給水量」、「有効水量」、「有収水量」において、「1 日当りｍ3」、

「１人１日当り L」のいずれも令和４年度より低い水準となっている。 

直近５年度において最大の給水量であった令和２年度は、「最大給水量」、「平均

給水量」、「有効水量」、「有収水量」の全項目も最大の数値であったが、令和２年度

が新型コロナウイルス感染症対策としての緊急事態宣言などによる給水量増加が

理由として考えられる。 

また、施設能力については、令和２年１２月の原山浄水場休止により、令和３年

度以降減少している。 

 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

１日

当り 

ｍ3 

計画最大給水量 63,500 63,500 63,500 63,500 63,500 

施設能力 52,100 48,400 48,700 48,700 48,700 

最大給水量 45,039 45,934 42,842 45,361 43,601 

平均給水量 40,545 41,611 39,782 40,102 39,593 

有効水量 38,396 39,384 37,517 37,387 36,879 

有収水量 35,229 36,260 35,672 35,264 34,841 

１人 

１日

当り 

L 

計画最大給水量 445 445 445 445 445 

施設能力 404 405 380 382 385 

最大給水量 349 357 334 356 344 

平均給水量 314 323 310 314 313 

有効水量 297 306 293 293 291 

有収水量 273 282 278 276 275 

 

⑸ 施設の利用状況 

直近５年度とも概ね同程度の数値で推移している。 

 

 

 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

施設利用率 （％） 77.8  86.0  81.7 82.3 81.3 

負荷率 （％） 90.0  90.6  92.9 88.4 90.8 

最大稼働率 （％） 86.4  94.9  88.0 93.1 89.5 

 

 

施設利用率（％） ＝ 負荷率 × 最大稼働率 × 100  
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⑹ 用途別給水基数 

用途別給水基数のうち大部分を占める家庭用は直近５年度において増加し続け

ている。 
                         （単位：基） 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

家庭用 53,138 53,334 53,670 53,604 54,064 

営業用 3,833 3,794 3,811 3,818 3,805 

湯屋営業用 5 5 4 4 4 

臨時用 941 951 966 1,134 992 

私設共用 26 22 23 21 20 

合 計 57,943 58,106 58,474 58,581 58,885 

 

⑺ 用途別年間有収水量 

用途別年間有収水量のうち、家庭用は前年度から１２．６万 m3（約１．２ポイン

ト）減少しているが、営業用は１４．４万 m3（約０．６ポイント）増加している。 
                         （単位：ｍ3） 

項 目 R01 R02 R03 R04 R05 

家庭用 10,445,112 10,942,981 10,799,818 10,580,423 10,453,955 

営業用 2,400,060 2,240,030 2,164,920 2,233,508 2,247,888 

湯屋営業用 8,137 8,584 7,800 7,328 6,750 

臨時用 36,549 39,419 44,390 47,171 40,443 

私設共用 4,078 3,751 3,496 3,077 2,808 

合 計 12,893,936 13,234,765 13,020,424 12,871,507 12,751,844 

 

⑻ 用途別年間給水収益 

令和５年度は、営業用で前年度から約３９０万円の増額となったものの、家庭

用の収益が減少（約２，１００万円）となり、合計は約１，８４０万円減少して

いる。 
（単位：円（税抜）） 

項 目 R01 R02 R03 R04（※） R05 

家庭用 1,520,472,665 1,602,825,504 1,576,284,781 1,537,083,469 1,516,091,515 

営業用 584,314,430 542,367,478 523,210,176 542,720,705 546,615,817 

湯屋営業用 658,738 693,540 629,810 593,320 546,520 

臨時用 19,805,753 20,256,358 22,022,556 22,554,941 21,263,309 

私設共用 522,562 470,520 421,400 377,562 373,615 

合 計 2,125,774,148 2,166,613,400 2,122,568,723 2,103,329,997 2,084,890,775 

 
（※）令和 4年度は 3期分を基本料金とメーター使用料の減免を実施（金額は減免分を含む） 
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   第１ 経営戦略の事後検証 
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■経営戦略の事後検証（令和５年度決算） 

経営戦略において、毎年度の決算数値に基づき、「経営目標」の達成状況を確認すること

としています。 

また、経営目標の実現に向けた「モニタリング指標」の状況も併せて確認し、必要に応じ

て計画の見直しを行います。 

 「経営目標」と「モニタリング指標」を確認する際、瀬戸市水道事業単体の数値だけでな

く、運営環境が類似する団体(＊) との比較分析も併せて行います。 

 

経営目標 

利益水準（円） 管路更新率（％） 

   

モニタリング指標 

企業債残高対給水収益比率（％） 有形固定資産減価償却率（％） 

施設利用率（％） 管路経年化率（％） 

有収率（％）  

 

 (＊)平成 27 年度地方公営企業年鑑（総務省）より、下記条件にて抽出 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

現在給水人口 

受水割合 

対象都道府県 

供用開始 

導送配水管延長 

浄水場設置数 

配水池設置数 

10 万人～20 万人 

40％～80％ 

埼玉、千葉、神奈川、岐阜、愛知、三重、京都、大阪、兵庫、奈良 

平成元年以前 

450m～1,400m 

2 箇所～7箇所 

10 箇所～50 箇所 

 

【瀬戸市水道事業の現状】  

「経営目標」と「モニタリング指標」全７項目をもとに運営環境が類似する団体における

偏差値を算定しました。（他団体との比較は令和４年度の数値を使用） 
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【経営目標と達成水準】 

経営目標 達成水準 

利益水準（円） 

（純利益－長期前受金戻入） 

企業債（借金）に頼らず、中長期計画（概ね 10

年）に要する資金が調達できる利益を確保する。 

【前年度決算まで】長期前受金戻入を除いた純利益を黒字とする。 

  前年度の給水収益（水道料金）は、約３３９，６２６千円の増加となっているが、令和

４年度に新型コロナウイルス感染症及び原油価格・物価高騰対策としての水道料金の減

免を３期実施したことが要因である。減免相当額を補填した給水収益（水道料金）で比較

すると、前年度に比べ、約１８，４０２千円減少している。 

節水機器普及やコロナ禍における行動制限緩和による家庭用使用量の減少、修繕費の

増加などの要因から、純利益 約２３６，５６９千円となり、長期前受金戻入 約３７８，

７８０千円を除いた利益水準は約１４２，２１１千円の赤字となった。 

 
  ■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 22,237 51,914 24,118 ▲74,564  ▲142,211 

千葉県 野田市 291,108 334,273 394,015 349,341  ― 

千葉県 八千代市 213,378 388,062 234,906 85,079  ― 

愛知県 小牧市 1,418 54,939 82,420 ▲39,356  ― 

京都府 宇治市 ▲146,351 ▲259,596 ▲420,909 ▲549,849  ― 

大阪府 富田林市 ▲209,742 ▲526,062 ▲302,178 ▲287,496  ― 

兵庫県 三田市 72,346 ▲345,799 40,311 1,909  ― 

奈良県 生駒市 ▲186,642 ▲254,702 ▲232,692 ▲349,251  ― 
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グラフは令和４年度数値を使用 
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【経営目標と達成水準】 

経営目標 達成水準 

管路更新率（％） 

（当年度に更新した管路延長 

÷総管路延長×１００） 

年平均１％とする。 

  令和５年度は、合計延長１，９７５ｍの工事を執行し、更新率は０．２６％と達成水準

を下回った。 

  原因として、債務負担行為を活用した複数年度にまたがる契約による老朽管布設替工

事があったことが挙げられる。 

  経営戦略上、管路更新は毎年、約７，６００ｍの工事を計画的に行っていくこととして

おり、達成に向けた取り組みを続ける。 

 

 

  ■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 0.92 0.67 0.58 0.75  0.26 

千葉県 野田市 0.37 0.30 0.16 0.19  ― 

千葉県 八千代市 1.00 0.73 0.54 0.84  ― 

愛知県 小牧市 0.75 0.59 0.55 0.39  ― 

京都府 宇治市 0.65 1.04 1.02 0.68  ― 

大阪府 富田林市 1.25 1.25 1.12 1.10  ― 

兵庫県 三田市 0.08 0.14 0.26 0.06  ― 

奈良県 生駒市 0.93 1.05 1.31 0.82  ― 
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グラフは令和 4 年度数値を使用 
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【モニタリング指標】 

モニタリング指標 観点 

企業債残高対給水収益比率（％） 

（企業債残高÷給水収益×１００） 

現状の数値を鑑み、増加傾向でかつ１００％を

超えた場合に、投資水準及び料金水準が適切で

あるかを検討。 

  新規の借り入れをしていないことから、１００％を下回る数値で推移しているが、今後

も、投資規模や料金水準の適切さ、必要な更新の先送りの有無について留意した経営改善

を図る。 

 

■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 49.96 40.85 33.60 32.85  21.94 

千葉県 野田市 56.95 46.63 34.32 24.15  ― 

千葉県 八千代市 441.38 410.60 416.08 558.92  ― 

愛知県 小牧市 66.70 65.32 48.29 49.69  ― 

京都府 宇治市 229.13 288.37 285.73 359.01  ― 

大阪府 富田林市 207.81 220.46 223.18 282.09  ― 

兵庫県 三田市 21.37 27.21 16.17 15.33  ― 

奈良県 生駒市 0.00 0.00 0.00 0.00  ― 
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グラフは令和 4 年度数値を使用 
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モニタリング指標 観点 

施設利用率（％） 

（１日平均配水量÷１日配水能力 

×１００） 

現状の数値を鑑み、減少傾向でかつ７０％を切

った場合に、施設規模及び契約受水量が適切で

あるかを検討。 

継続して７０％を上回る数値で推移しており、効率的な施設の活用ができている。 

今後の検討事項として、将来の給水人口の減少等を踏まえた施設の統廃合・ダウンサイ

ジング等が挙げられる。 

 

 

■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 77.82 85.97 81.69 82.34  81.30 

千葉県 野田市 67.78 69.80 69.52 69.35  ― 

千葉県 八千代市 79.18 80.52 79.93 78.80  ― 

愛知県 小牧市 72.22 74.06 72.91 72.03  ― 

京都府 宇治市 61.35 62.99 62.49 61.27  ― 

大阪府 富田林市 58.80 59.67 58.71 56.15  ― 

兵庫県 三田市 67.22 69.11 67.58 66.58  ― 

奈良県 生駒市 64.04 65.33 63.95 65.09  ― 
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グラフは令和 4 年度数値を使用 
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モニタリング指標 観点 

有収率（％） 

（年間総有収水量÷年間総配水量 

×１００） 

減少傾向が続いている場合は、漏水等原因の調

査を行う必要がある。 

 令和５年度は８８．００％と、昨年度から０．０６ポイント増加した。 

 昨年度と比べ、工事に使用する水量が減少したことが、有収率の増加に寄与したものと

推察される。 

 

 

■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 86.89 87.14 89.67 87.94  88.00 

千葉県 野田市 94.88 95.83 96.02 95.03  ― 

千葉県 八千代市 96.30 95.77 96.38 96.91  ― 

愛知県 小牧市 93.23 92.91 93.01 92.62  ― 

京都府 宇治市 90.16 90.01 90.84 90.78  ― 

大阪府 富田林市 96.52 96.26 95.64 97.66  ― 

兵庫県 三田市 92.86 92.16 92.64 95.64  ― 

奈良県 生駒市 96.76 97.76 98.55 98.20  ― 
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グラフは令和 4 年度数値を使用 
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モニタリング指標 観点 

有形固定資産減価償却率（％） 

（有形固定資産減価償却累計額 

÷有形固定資産のうち償却対象資

産の帳簿原価×１００） 

管路を中心に増加傾向が続くことが予想される

が、過度に増加する場合は施設・管路更新が十分

行えていない可能性がある。現状の数値を鑑み

増加傾向かつ５０％を超えた場合は原因を特定

し、対応を計画する。 

  令和２年度まで施設・管路の計画的な更新により５０％を下回る数値を維持してきた

が、令和３年度以降５０％を超えた数値が継続している。毎年度の更新頻度以上の資産の

老朽化が進んでいる現状に対応するため、将来の施設更新等を含めた検討を行う。 

 

■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 48.66 49.28 50.62 50.78  51.10 

千葉県 野田市 54.75 55.08 55.85 56.98  ― 

千葉県 八千代市 42.31 43.45 44.72 44.50  ― 

愛知県 小牧市 52.43 53.25 54.08 53.52  ― 

京都府 宇治市 53.19 52.08 50.68 50.58  ― 

大阪府 富田林市 51.10 51.35 50.99 51.88  ― 

兵庫県 三田市 54.80 56.26 57.81 59.38  ― 

奈良県 生駒市 54.85 55.36 55.82 54.71  ― 

 

【モニタリング指標】 
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グラフは令和 4 年度数値を使用 
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モニタリング指標 観点 

管路経年化率（％） 

（法定耐用年数を経過した管路延長

÷総管路延長×１００） 

管路更新率の最低目標値を１％としているため

増加傾向が続くことが予想される。現状の実績

を鑑み、１５％程度を超えた時点で管路更新率

の目標値の調整を検討する。 

令和５年度は１６．２２％と、昨年度から０．２７ポイント上昇した。 

 経営目標に掲げている管路更新率が達成水準に満たない実績であったものの、観点に記

した１５％を超えた数値であるため、更新等の財源や実施体制の確保、経営に与える影響

を含めた分析を行う。 

 

■類似団体比較         …瀬戸市における達成水準を満たすもの 

団体名 R01 R02 R03 R04  R05 

愛知県 瀬戸市 10.88 12.13 14.59 14.95  16.22 

千葉県 野田市 17.30 21.40 22.33 23.00  ― 

千葉県 八千代市 10.72 11.27 12.11 13.84  ― 

愛知県 小牧市 25.02 27.94 30.61 31.36  ― 

京都府 宇治市 25.00 25.77 27.18 27.86  ― 

大阪府 富田林市 30.34 31.22 35.29 35.40  ― 

兵庫県 三田市 3.31 3.43 4.24 6.89  ― 

奈良県 生駒市 30.80 33.39 36.31 38.08  ― 
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   第２ 水道料金調査 
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■水道料金調査（令和６年４月１日現在） 

水道料金は、水道法第 14 条に基づき条例の規定（議会の議決）を経て、国土交通大臣に

届け出ることで定められます。 

瀬戸市水道事業の水道料金の現状を、類似団体及び県内団体と比較し、分析します。 
 

比較条件設定 

対象期間 １期（２か月）あたり 

水道使用量 ３２m3（令和５年度における家庭用平均使用量） 

用途・口径 家庭用・２０mm 

メーター使用料 含む 
   

① １期（２か月）あたり家庭用水道料金 

（「令和４年度水道事業・下水道事業経営指標」（総務省）類型別団体（※）） 

１期（２か月）あたり３２m3（口径２０mm）使用した場合の水道料金を比較する

と、類似団体３２団体のうち１４番目となっています。 

（※）①給水人口区分    10 万人～15 万人 

   ②水源別区分     受水を主とするもの 

   ③有収水量密度別区分 全国平均以上のもの 
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（※）令和 6 年 4 月 1 日時点で料金改定が行われている団体 
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② １期（２か月）あたり家庭用水道料金（県内団体比較） 

１期（２か月）あたり３２m3（口径２０mm）使用した場合の水道料金を比較する

と県内４３団体のうち１３番目となっています。 

    
 

 

③ まとめ 

類似団体、県内団体とも団体数全体の中位であり、団体平均額と比較しても約

90％前後であることから、平均的な料金設定であるといえます。 

比較区分 順 位 対平均金額 

類似団体 32 団体中 14 番目 90.8% 

県内団体 43 団体中 13 番目 85.7% 
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（※）令和 6 年 4 月 1 日時点で料金改定が行われている団体 
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